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蝶ふたたび

交告尚史I)

「f供ができてから」と私は言った．「自分の子供の頃のいろいろな趣味がまたよみ

がえつきてねえ．それどころか一年ほど前からまた蝶のコレクションをはじめたん

だよ．おl1にかけようか？」

（ヘルマン・ヘッセ「クジャクヤママユ」，岩波同時代ライブラリー105，ヘッセ『蝶』，30頁）

小学生の頃，岐阜県の片田舎で虫を追いかけて暮らしておりました．最近ふとしたこと

であのころの熱情がよみがえり，2()年ぶりに捕虫網を握りました．妻の郷里である当地

を訪れては，蝶の採集を楽しんでおります．先日柳学園に学生時代の友人を尋ねた際，首

尾よく登日先生にお目にかかることができ，その場で本会に入会させて頂きました．この

(I(1!):;年)1月から住み慣れた神戸を離れ横浜に移ることになりましたので，これまでほ

ど足繁く訪れることはかないませんが，少しずつ採集域を拡げて淡路島の蝶相解明のため

に微力を尽くしたいと思います．

以下にこの2年間の私の採集品を全種掲げます．まだ初心者ですので雌雄の判定は，図

鑑等に示された基準に照らしてほぼ確実と思われるものに限りました．

このリストの中で特記するに値するものといえば，やはりイシガケチヨウでしょうか．

この蝶が淡路島に居ることは堀田先生にうかがって知っておりましたが，実物を見たこと

はありませんでしたので，猪ノ鼻水源地にさしかかり，路傍の低木に止まった白っぽい蝶

がイシガケチョウであることを確認したときは，本当に胸の高鳴りを覚えました．その後

!)月l()B(1!)!)2年）にも，石ケ谷し尿処理場付近でイシガケチョウらしきものを一頭目

撃しました．イシガケチヨウかどうか確かめるべく顔を近づけたときに飛び立たれ，あわ

てて捕虫網を振りましたのでチョウを捕り逃がしたばかりか，眼底に焦点の当たった像を

結ぶことすらできませんでした．ですから，これをイシガケチヨウの目撃例として報告す

ることはためらいがあります．

石ケ谷し尿処理場あたりから北西方向に数百メートル入った厚浜の山中は，私の最も好

きな採集場所です．ここで私はクロコノマチョウに出会いました．まだ2年間の経験しか

ありませんので確かなことは申し上げられませんが，ここには定着している可能性が高い

と思っております．なお，クロコノマチョウと言えば，竹原貯水池付近の山の入口でも，

夏型の翅がボロボロになったものを－頭捕りました．ほかにも何頭か居たように思います．

それから，厚浜山中でコツバメを採集したことも，お伝えしておくべきことかもしれま

せん．というのは，淡路自然研究保護連合会編の『島の生き物たち』には，コツバメの生

息地として，先山，三熊山，五色町ぐらいしか挙げられていないからです．私の採集した

ものは，なにしろ3月の個体ですから，かなり翅が痛んでおります．この場所にコツバメ

がどのくらい生息しているのか，もっと調べてみたいのですが，春先は仕事が忙しく，こ

ちらへ来られないのが残念です．

(1";I年:}月.l日記）

'〒』邸撤浜IIj"Iメ照須IHMI』あざみ野仙3

(1)



採集品目録

［アゲハチョウ科］
ナミアゲハ

アオスジアゲハ

洲本4j2111

洲本字lll

三熊lll大浜海ハツ側毎IIII1

洲本字山

洲本字lll

洲本字山

洲本'iflll

洲本′jぞ111

洲本字III

洲本イjケ谷

洲本'jflll

●

●
ロ
■
■
■
凸

●
■
■
■
今

Ｍ
Ｍ
Ⅸ
Ｍ
砿
Ｍ
Ｍ
肥
嘔
Ⅵ
Ⅵ

Ｊ
－
Ｊ
－
ｌ
Ｊ
－
，
』
少
一
ウ
ー
ノ
ー
？
】
，
一
Ｊ
一

９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９

９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１

紋
紋

赤
黄

表
裏
裏

夕
早
夕
ダ
ダ

，
一
利
几
泪
１
勺
１
勺
１
Ｔ
ｌ

ｇ
■
ｄ
Ｂ
ｃ
●
◆
。
●
●
の

ｊ
－
３
１
１
１
＄
＄
ｌ
ｌ
６
ＪＪ－

ジャコウァゲハ

旱
３
伊
毎
ａ

ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

クロアゲハ

モンキアゲハ

ナガサキアゲハ

［シロチヨウ科］
モンシロチョウ ダ

ダ
早
早
ダ
ダ
早
夕
早
早
畝
早

ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
１
１
１
１
１
１
１

洲本字lll

洲本竹脱

洲本字lll

洲卒宇山

洲本宇山

洲本字山

洲本竹脈

洲本字山

洲本'jぞ山

洲本イiケ谷

洲本字山

洲本字山

洲本字lll

●

●
●

・
・
・
Ⅱ
．
Ⅱ
Ⅱ
Ｉ
．
・

厩
Ⅸ
政
Ⅵ
Ⅶ
Ⅵ
Ⅵ
Ⅵ
Ⅸ
吹
瓦
Ｍ
Ｍ

●
●
●
●
●
の
●
●
●
。
●
の
●

０
１
，
』
９
６
６
，
一
ｊ
ｊ
－
０
０
Ｊ
－
Ｐ
－

１
１
サ
ー
少
一
ｌ
ｐ
－
，
』

199』

1992

1992

1リ9』

1992

199』

19!12

1991

l!)lll

11)!)』

1991

199』

1992

スジグロシロチョウ

キチヨウ

ツマグロキチョウ

ツマキチヨウ

［タテハチヨウ科］
ミドリヒョウモン

ツマグロヒョウモン ３
３
夕
早
早
⑦
早
畝
旱
３

１
匹
。
。
－
’
１
－
０
１
ユ
ー
ュ
ー
ユ
１
且
ワ
』
少
］
１
４
１
ｌ
１
ｊ
ｌ
１
－
１
－
ｕ

柏脈lll

洲本字山

洲本宇山

=ﾐ熊山

柏脈山

洲本字lll

洲本，jぞIll

洲本'jぞ山

洲本宇山

洲本厚浜

洲本宇山

洲本字山

洲本石ケ谷

洲本厚浜

猪ノ鼻水源地

洲本字山

◆

Ｉ

Ｉ
．
Ｌ
Ｌ
．
．
Ⅱ
Ⅱ

Ⅸ
沁
皿
Ⅵ
Ⅸ
Ｍ
Ⅶ
Ⅶ
凡
ｘ
Ｍ
Ⅸ
Ⅸ
孔
Ⅵ
Ⅵ

●
■
◆
●
台
。
●
●
ゆ
●
■
の
、
■
ｐ
●

１
０
３
７
１
２
＄
３
０
０
当
４
４
０
３
６

１
，
》
１
１
１
２
う
》
１
１
少
一
Ｊ
》

I!)い』

1991

1992

11)9』

lリリ』

1992

11j!II

1991

1991

1991

19り2

199』

1992

1991

199if

1992

コミスジ

キタテハ

ルリタテハ

ヒメアカタテハ

アカタテハ

イシガケチョウ

ゴマダラチョウ
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早
早
⑦
３
３
３
Ｊ
早
早

１

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１

科

ウ
メ
ヨ
ノ
ゲャ
カ
ウ

チ

ジ
ヒ
ウ
ヨ

メ
メ
ミ
ウ
ラ
ョ
チ

ノ
ノ
メ
ナ
ョ
ダ
チ
マ

ヤ
ヤ
ノ
ラ
チ
マ
メ
ノ

ジ
ジ
ヤ
ウ
ゲ
キ
ノ
コ

ｒ
Ｌ
メ
ジ
メ
カ
ト

ヤ
ロ

ヒ
コ
ヒ
ヒ
サ
ジ
ク

洲本宇山

洲本宇山

洲本石ケ谷

洲本厚浜

洲本厚浜

洲本石ケ谷

洲本宇山

洲本宇山

洲本宇山

洲本字山

竹原貯水池付近

洲本厚浜

洲本厚浜

洲本厚浜

Ｌ
ｌ
Ｌ

●
ロ

●
●
●
Ｔ
■
■
■
▲
で
■
■
■
凸
Ｔ
■
■
■
凸
●
■

厩
Ⅵ
砿
虹
Ⅸ
Ⅵ
Ｍ
Ⅵ
恥
Ⅶ
Ⅵ
皿
剛
凡

1991

1992

1992

1992

1992

1992

1992

1992

l992

1991

1992

1992

1992

1991

.》》

6

・》

l4

1

6

1

（』

3

．＞･）
ーー

14

13

』0

［マダラチョウ科］

アサギマダラ 1 3 洲本厚浜20.X 1991

［テングチヨウ科］
テングチョウ 洲本宇山

洲本石ケ谷

猪鼻水源地

１
．
Ⅱ

皿
１
１

１
１
１

1991

1992

1992

１
１
１

４
６
Ｊ

１
，
』

[ウラギンシジミチョウ科］
洲本宇山

洲本厚浜

洲本宇山

洲本厚浜

洲本宇山

ウラギンシジミ ぷ
ぷ
早
早
早

１
１
６
１
勺
１
，
－
３
１

●
●
Ｔ
■
■
一
●
●

Ｉ

Ⅸ
虹
Ⅵ
皿
皿

1991

1992

1991

1992

1992

串
■
●
●
■

？
】
４
３
４
５

，
草
８
１
８
１
口
上

［シジミチヨウ科］
ムラサキシジミ 洲 本 厚 浜

洲本厚浜

洲本宇山

洲本宇山

洲本石ケ谷

洲本厚浜

洲本石ケ谷

三熊山駐車場付近
洲本宇山

洲本宇山

三熊山駐車場付近
洲本宇山

洲本字山

洲本宇山

柏原山林道

洲本字山

洲本宇山

洲本石ケ谷

三熊山駐車場付近

洲本宇山

洲本石ケ谷

⑦
伊
早

⑦
早
早
早
早
旱
Ｊ
３
早
早

。
’
・
Ｉ
Ｌ
・
■
１
．
■
１
ｆ
』
１
０
１
ユ
リ
］
１
且
１
且
１
１
１
且
。
１
。
■
■
且
。
ｌ
１
ａ
１
且
。
ロ
Ⅱ
Ｉ
且
。
■
１
．
Ⅱ
１

１
１
１
ｌ

ｂ
マ
■
■
■
△
。
■

●
早
●
『
■
■
■
＆
●
●
ａ
●
●
寺
■
■
■
■
ユ
●
●
Ｔ
日
日
△
●

凡
皿
Ⅶ
Ⅵ
Ⅵ
阯
礼
Ⅸ
Ⅸ
底
Ⅵ
Ⅸ
Ⅸ
Ⅵ
Ⅸ
Ⅸ
Ⅵ
Ⅵ
瓜
Ⅵ
皿

1991

ｄ
ｑ
ｑ
■
。
△
。
⑤
。
●
号
●
申
ｅ
の
●
■
●
●
弓
■

０
４
３
６
ｂ
の
↑
７
１
０
２
７
０
，
』
６
１
Ｊ
－
９
６
１
７
４

り
』
８
１
１
八
Ｏ
Ｌ
，
一
日
Ⅱ
少
』
利
Ⅱ
ｊ
】
０
１

1992

1991

アカシジミ

ミズイロオナガシジミ

ユツバメ

ウラナミシジミ

1992

l!)!)2

I!)1l』

1992

1991

1992

ツバメシジミ 1991

1992

1992

ルリシジミ 1991

1992

1992

1991

ヤマトシジミ 1992

199』

ベニシジミ 1991

1992

199』
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［セセリチョウ科］
アオバセセリ

ホソバセセリ

キマダラセセリ

コチャバネセセリ

イチモンジセセリ

ミ熊lllウバメガン1判

洲本,i'lll

洲本'j'lll

洲本'i'lll

洲本"i'lll

洲本l,ノ浜

洲本,i'lll

洲本I'ﾉ浜

Ⅲ
Ｉ
．
．
Ⅱ

Ⅵ
Ⅵ
広
恥
Ⅵ
Ⅵ
瓦
剛

Ｊ
－
１
１
ｊ
一
ク
ー
０
－
，
－
Ｊ
－
Ｐ
』

も
ユ
■
■
■
Ｌ
■
■
ｒ
ｈ
■
ク
Ｌ
■
ク
心
■
■
■
〃
ｌ
■
″
△
■
■
Ｐ
巳
■
■
■
ク

０
口
、
①
。
Ｑ
●
。
■
こ
む
▲
■
画
ａ
合
一
ｑ
■
今
■
『
も
●
日
。
口
■
『
令

■
■
■
夕
６
－
■
グ
Ｑ
二
■
●
〃
Ｌ
宮
■
■
〃
ｈ
■
ク
。
■
■
″
巳
■
■
”
。
■
■
〃

舎
日
、
■
“
■
■
『
●
△
■
勺
、
。
“
■
軋
屯
一
■
■
甦
貼
垂
■
可
岳
●
■
Ｌ
■
ロ
ロ
貝
申

●
■
■
■
●
●
■
■
■
凸
●
■
■
■
凸
●
■
■
■
幸
■
■
■
■
年
一
口
■
■
己
■
■
■
■
ｐ
《
■
■
■
、
の

一
’
Ｊ
Ｏ
Ｊ
０
－
ｊ
－
ｊ
ｌ

ｌ
ｌ

ｌ
ｌ

ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

チャバネセセリ

(こうけつひさし）

淡路島のオサムシ類

大草伸治’）

従来淡路島からは，オサムシ類はエゾカタビロオサムシ（.(""ﾉﾉ(I///iJ!/"〃‘〃､小(Ki'･l)y),

ヤコンオサムシ〔,αI.α6""""j"sy(z(､0〃【usBat(､S,オオオサムシ('ノ〃、〃/ﾉ(!,III′〃局"〃rpIn
(11audoir,ヒメオサムシr'､ノ"ﾉﾉ"〃“Ⅱ肉ノ(Iﾉﾉ‘ﾉ〃ｨ｢"淘11oi"I･lllllHk,･の4種とマイマイカプリ

〃α"lusifF､6/(Iﾉjio"ﾉ〔烏〃αﾉﾉｨ｡‘iﾉ("Kollal･が知られていました．篭者はI!l!ll年，リ2年に続
き本年もクロカタビロオサムシを採集することができ，またl!)!):}年にはアキタクロナガオ

サムシを採集できたのでここに報告します．なお標本は自然環境研究所′’'に保管しています。

l)クロカタビロオサムシ('(I/0.5(j"(I〃,("･""fji'･i(･"(il()'･;IwIIz)

津名郡淡路町茶間川l31!)91.T..』』S.()llk'l!､ill(･g.
131旱l”2．5．1』H・ollklトォllf･片

』早199$.5.lbJS.Ol,kll浄迅I(.A.

津名郡北淡町生田大坪131旱199;3.3.1(jS.Ollk'l戸副l《･片．

なお高橋寿郎氏によれば，本種は兵庫県下でも採集例が少ない希少種であるとのことで
す．以下に高橋氏より御教示いただいたデータを記録します．

相生市三浪山131974.3.lBH.Takal'asl,il(･l4.
佐用郡佐用町大撫山l早1976．;3．13H・'laka｣,a齢llil(･農．
神戸市兵庫区鳥原131980.5.1211.．lakal,a,､l,il(｡H.

また，能勢の甲虫5にも川辺郡猪名川町三草山，木間生，横地，笹部での採集例が記録

され，日浦勇'には養父郡関宮町鉢伏高原から記録されています．

以上，県下からの記録は今回も含めてドケ所になりました．本種を含めたカタビロオサ

ムシ類は他のオサムシ類と異なり樹上性の甲虫です．したがって，ベイト・トラヅプなど

には入りにくく，エゾカタビロオサムシの採集例'にもあるように夜間灯火に飛来したり，

初夏の頃に大量のシヤクガ類の幼虫などが発生したときなどに地上で目につきやすくなる

ようです．今回の淡路町の例では短時間に十数個体が見られ，簡単に採集することができ

‘)〒4”愛知県尾西市明地字丸川.411U

'''〒65(jZl兵庫県津名郡津名町大町畑23Fi

(4）
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ましたが,1i月に入ると地上ではまったく見られなくなりました．産地では時期さえ間違

えなければ採集は難しいものではないと思います．

2）アキタクロナガオサムショlﾉﾉ(,/(ﾉ"'(,ﾉﾉ/f"""o"¥(､虹o"Is(Bat､es)

津名郡北淡町常降寺山1旱1993．5．13s.Ohkusaleg．

前記能勢の甲虫には，オサムシ類ではオサホリに最も良くみられると記され，川西市黒

川，横地，笹部，東畔野，猪名川町杉生新田，内馬場，上阿古谷の7地区が記録されてい

ます．クロカタビロオサムシの調査中に偶然見つけたもので，周辺を探して見ましたが，

ほかには見られませんでした．

:;）ヒメオサムシ('.J(Iﾉﾉ('〃I(,IsMoIs(･llulsk,．

洲本'旧先山l⑦l旱1976．12．17M.KaI1edaleg．

本種は現在のところ，筆者は採集していませんが，自然環境研究所の標本に未発表の

ものがあるので記録しておきます．従来淡路島の産地としては洲本市先山が知られてい

るのみです．しかしながら記録としてはヒメオサムシCノ.ノa"o"jc"sとアキオサムシ

（'・ノ．（ﾙ"〃CAI((〃射′為の二つの亜種が記録されています・高橋氏の報文3でもこのどちらの亜

種であるかは特定されていません．局地的な分布の理由と共に本種の研究が必要であると

思われます．

クロカタビロオサムシは周辺地域を注意して捜してみた結果，淡路町茶間川のほかに北

淡町でも新産地が発見された．注意深く探せばまだ新しい産地が見つかるものと思われ，

また現在の所調査を行っていない南部地域にも分布する可能性も考えられる．ヒメオサム

シが先山のどの範囲で採集されているか確認はしていないが，一度調査してみたい．

以下に附した淡路島産のオサムシ類7種の分布図を見ると，クロカタビロオサムシやア

キタクロナガオサムシなどの新しい種が島の北部地域より見いだされていることから考え

て，北部地域での採集が南部地域に比べて遅れているようにみえ，オオオサムシが南部地

域に片寄っているのもその可能性が大きい．また西淡町周辺の空白部も目につく．

オサムシ類は各地で良く調査されている甲虫ですが，意外に淡路島での研究は進んでい

ないようである．普通種といわれるものを含め，淡路島の分布図を早く完成させたいと思

います．

末筆ながら種々御教示いただいた登日邦明氏，貴重なデータを提供された高橋寿郎氏に

厚く御礼申し上げます．

(5）
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淡路のオサムシ類の分布図 アキタクロナガオサムシ（左）と

クロカタビロオサムシ（右）

参考文献

[1］日浦勇1971近畿地方におけるオサムシの地理的分布（予報）大阪自然科学博
物館報告(25）

[2]堀田久1976先山の昆虫相(1)PARNASSIUS(16)

[3]高橋寿郎1979淡路島のヒメオサムシPARNASSIUS(20)

[4]登日邦明1979エゾカタビロオサムシの採集例PARNASSIUS(21)

I5l仲田元亮1982能勢の昆虫甲虫の部（上）

(おおくさしんじ）
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コムラサキ梢上を滑翔

谷川大海）

1993年6月6日，午後3時頃，洲本市池内の通称，白土山の池のほとりのコナラの葉

上で，コムラサキが飛翔しているのを目撃する.30分後ネットを持って再び訪れて（め

す）を1頭採集する．二日後午前11時頃，コムラサキが数頭飛翔しているところ,(おす）

1頭採集する．紫の輝きの美しい，あまり痛んでいない個体だった．この2頭を採集した

ところは，池のほとりで，これらの池の周囲には幅の狭い葉の柳の木が数本，他にクヌギ，

コナラなどの木々が生えておりそれらの木々の樹液にコムラサキ，ヒオドシチョウ，ヒカ

ゲチョウ，アカタテハ，ルリタテハなどの蝶がきているのを数週間に渡って観察した．

又ここから，ほど遠くないところに，かなり広い林があり，この林には幅の広い葉の柳

がかなりの数生えていて，これらの柳の梢上にもコムラサキが数十頭飛翔しているのを観

察した.(残念ながらこの柳の同定はできず)．しかし，コムラサキの（おす）のテリトリー

飛翔や，たぶん（めす）を求めて柳の木の葉上をかすめて飛翔するのを観察したが,（め

す）が産卵行動している姿はまだ残念ながら目撃していない．したがってどの柳の木が食

樹なのかもまだ特定できていない．しかしこの1ケ月の観察からたぶんこれらのコムラサ

キは，この林の中で生息しているのであり，他から飛んできたのではないようである．ま

もなく第二化目も現れると思われるので，観察を続けようと思う．

癖巽 …

コムラサキ

左がざ1,1993年6月8日採集．右が旱,1993

年6月6日採集．洲本市池内（通称白土山）

!､〒6r)(i洲本市大野1018-』

(7）

識

コナラで樹液を吸っているコムラサキ．

左が旱，右がざ1．両方ともかなり傷んでいる．

1993年6月22日午前11時頃．

(たにがわだいかい）



洲本市池内にてクロコノマチョウを採集

谷川大海

型を飼育できればと考えている．筆者は1980年9月28日，洲本市の柏

原山のお寺でクロコノマチョウの旱1頭を

採集したことがあった．薄暗い境内の少し

横で，地上に止まったところを易々とネッ

トできた．秋型で表面前羽の先が褐色で黒

い斑紋があった．

1993年7月13日，午前11時頃，洲本

市池内の白土山の柳やハンノキの生えてい

る林床で13年ぶりにクロコノマチョウを

採集することができた．状況はこの度もよ

く似ていて，薄暗い林床の下草に止まった

ところをネットできた．夏型の印で，黒っ

ぽい．二日後の15日，旱も採集できる．こ

の林床は以前から観察に来ていたので，こ

れらの雌雄は羽化して間もない個体だと思

う．食草はここではススキのようである．

この後観察を続けた結果，これらの他にcm

2頭，旱1頭を確認している．卵を得て秋

らぁ。

寺
い
び
り

畠
跨

三

一

I

クロコノマチヨウノfざ1，イj早

夕は11)”年了ノjl311,旱は1993年了月15

1」に洲本ilj池内の迦称I'11･111にてそれぞれ

採集．

クロコノマチョウ旱

1993年7月』lurlt山にて撮影．

クロコノマチョウ3

1993年7月16日白土山にて撮影．

(たにがわだいかい）

(t〈）

■
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イッシキガガンボモドキの採集記録

登日邦明j)

シリアゲムシ目の昆虫は原始的な形態を残した昆虫の仲間で，日本からは2科4属40

種余りが知られている．

このうち，これまで淡路島からはシリアケムシ科のヤマトシリアケのみが知られていた
が，ガガンボモドキ科のイッシキガガンボモドキが分布することが判明したので記録して
おきたい．

。
●

早
早

１
１

S.Ohkusaleg.
K.Tobileg.

｣4.VI.1992

21.YII.1993
Alt.R,'ullolljisall.●

I､sullaOma(･llillata.

五色町の龍宝寺山系で大草氏が採集した

個体は昼間薄暗い林の中を飛翔していたも

ので，津名町大町畑で筆者が採集した個体

は夜間に燈火に飛来したものである．

尚，先に大草氏が採集した標本は筑紫女

学園短期大学の宮本正一氏に同定していた

だいた．標本は自然環境研究所(NSI)に

保管されている．

一

五色町産イッシキガガンボモドキ

(とびくにあき）

津名町大町でコムラサキの前翅を拾う

登日邦 明

近年，洲本市宇原（菊池､l991.本誌37)や洲本市安乎（堀田l992､本誌38)などから

コムラサキの採集や目撃の記録が相次いでいるが，筆者は本年(1993)6月21日に津名

町大町畑の自宅の裏山で，本種の雄の左前翅を拾ったので記録しておきたい．

記憶を辿ってみると，20年余り以前にやはり自宅近くの墓地の樹冠できらりと光る本種

の雄の構造色らしき輝きを目撃したことがあるのだが，一瞬の出来事で当時は確認には至

らなかった．

(とびくにあき）

'!〒li~MjJI津名郡津名町大町畑』:燭

’
(9）



一

洲本市安乎町でコムラサキを採集

堀田

筆者は本誌の前号で，コムラサキ.4"‐

α血7Yz7nftissu6st"Izmを目撃したことを

報告したが，下記のように目撃地点の近く

で本種を採集したので報告しておきたい．

これは，ため池の岸に自生するヤナギと，

その近くの小潅木のまわりを飛び，時々葉

上で羽を休めていたもので，新鮮な個体で

あった．なお，標本は筆者が保管している．

採集日1993年6月7日l旱

採集地洲本市安乎町北谷

久I)

淡路町でイシガケチヨ

堀田 久

ウを目撃

(ほりたひさし）

淡路島ではイシガケチョウCIノァes"sMI/0(I(zm."777(zbE"αが，次第に分布範囲を拡大して
おり，個体数もかなり多くなっているが，津名郡内での記録は少なく，淡路町からはまだ
記録されていないようである．

筆者は，1992年9月30日，淡路町岩屋の茶間川に掛かる落合橋の付近で，川沿いに飛
ぶ本種の，個体を目撃した.50mあまり追跡したものの，網がとどかず採集は出来なかっ

たが，淡路島の北端での分布を確認したのでここに報告しておきたい．

（ほりたひさし）

'1〒656洲本市安乎北谷630

(10)
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ヒラズゲンセイ他数種の採集報告

前川和昭）

．ヒラズケンセィ（．/馬烏,/“（(ﾉ)伽/(ﾉ/rs(Olivier)

洲本市安乎町浜1311.1.I．1990

自宅の軒先のクマバチの巣穴の下の地上で発見する．

.キイロトラカミキリ〃fﾉ"(’"("ﾉ,(ﾉ加6IIIs(PasfoP)

洲本IIj先llll31早.l.l.ll.19()､）

先山頂上付近の割り木に産卵に集まっている多数の個体を目撃．

.セダカコプヤハズカミキリノ'(〃(（ﾙｨﾙﾊｲ(ﾉ加向リィ66(I，9I66口｡(Bates)

細繊羽llllt･x..l9.l.l.19911

,ナチキシタドクガ〃fﾉ"(I〃(I(ルィf"sIs(Marumo)

・宮町多賀l(,x..｣.1.lll.l989

.ウスタビカR/io(fl"!(I/i'9(I｣･/"9q｣･(Batler)

洲本『ij安乎町浜l旱26．X1．1991

.ニッコウナミシヤク』ﾉ"(ﾉf6"/"rA(19m/(Tri(I(Leech)

洲本市安乎町浜ltX.,lふXl.1991

尚，標本は筆者が保管している．

(まえがわかずあき）

成ヶ島のアカスジカメムシ

登日邦明

アカスジカメムシ(ym"AosomG7Ⅶbrol"lfm加ﾉ〃(Westwood)は，淡路島ではこれまで洲

本市安乎や西淡町伊加利などから発見されているが，筆者は1991年7月21日に洲本市由

良の沖合いにある成ケ島を訪れた際，数100mに及ぶ砂浜に点々と自生するノラニンジン

Dau(･"s（･α'U/(IL.(セリ科)の花や種子に，極めて多数の本種が群がっているのを目撃し

た．多いものではl株に5～6個体がみられ，このときほど多数の個体（おそらく総数は

数lOO頭）を目にしたのは初めてであるので記録しておきたい．尚，このうち2頭を採集

し，標本はNSIに保管されている．

ls.Narugasilima、2ex.,21.VIl.1991K.Tbbileg

(とびくにあき）

'j〒けふ⑪Zl洲本市安乎町平安浦l抄53

(ll)
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１ 編集後 記

☆今回からPARWASSIIJSも必TExによるパソコン印刷システムになりました．パ
ソコンによる印刷出力をそのまま写植の版下として使用します．写植機よりプリン

ターの解像度が低い分あらが目立つとは思いますが，版下作成までが簡略化され，

パソコンのみで行えるのは大きな合理化であると思います．

ところで投稿される原稿の大半はワープロで出力されたものです．一度ワープロ

に入れた原稿を再度編集でキーボードを叩くのは大変なので，できればフロッピー

での入稿をお願いいたします．編集の方でコンバーターを用意しますので，機種の
如何にかかわらずそのままお送りください．もし必要であれば連絡用フロッピーを
用意しますので，請求してください．

☆自然環境研究所(NSI)では淡路島の生物に関してデータ・ベースを構築しています．
今のところ昆虫の他には鳥類．哺乳類．両生類・爬虫類が整理できるようになって
います．昆虫関係は九大の日本昆虫総目録をコード化してあり，採集データを入力
すれば学名を付けて分類順にリストが作成できます．また，兵庫県と淡路島の地図
に分布を出力することもできます．

最近本会会員のパソコンにこのシステムが移植されました．個人的興味の対象を
データ化して整理するシステムが簡単に描築できます．また共通の興味を持つ同士
であれば，データを持ちよってさらに大きなデータ・ベースを作成することもでき
ます．

パソコンをお持ちの方で組み版システムBrlExまたは生物データ・ベースに関し
て興味のある方は連絡ください．一草一

☆ここのところ堀田久氏に編集をお願いしておりましたが，今号より組み版は大草
氏に協力いただいて，再び小生が編集を行うことになりました．原稿が集まれば年
2回発行も可能ですので，どしどしご寄稿下さい． ("IB)

－

PARNASSIwSJV0.39

1993年9月16日印刷1993年9月21日発行

編集者登日邦明発行所淡路昆虫研究会

〒656-21兵庫県津名郡津名町大町畑235
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